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「
明
石
市
議
会
１
０
０
周
年
記
念
誌
」を

�

発
行
し
ま
し
た

明石市議会100年のあゆみ

大正８年　新たに掛け替えられた市
役所の表札前に立つ

初代市長（左から５番目）と議員

昭和８年８月19日、全国中等学校優
勝野球大会（夏の甲子園）の準決勝

で、明石中学が中京商業と対戦し、歴
史に語り継がれる延長25回

の激闘の末、０－１で惜しくも敗れま
した。この延長25回の試合は、春・夏

の甲子園や都道府県予選なども含
めて、これまでの高校野球の

歴史の中で最も長い試合となってい
ます。

西魚町（現在の本町２丁目）にあった
旧庁舎

大正15年
第１回菊花展覧会

第２回菊花展には全国
から42万人が鑑賞に
訪れたという記録があ
ります。

昭和４年　明石市歌ができる
市制施行祝賀アーチ（明石公園）

初代市議会議長　青木雷三郎

１８８１年（明治14年）11月岡山県
生まれ。中央大

学法律科で学んだ後、弁護士を開業
。市制施行後

最初の選挙で、市議会議員となり、初
代議長や第５

代市長を務めました。

大正10年
明石市章が決まる

 ８年	 ・明石町が市制を施行し、

	 　明石市が誕生（11月１日）

	 ・記念祝賀会を明石公園で５日間開
催

 ９年	 ・市立第３尋常小学校講堂で第
１回市議会を開催

	 ・市の人口３万3,107人（第１回国勢
調査）

10年	 ・市立高等女学校（現県立明石
南高等学校）開校

	 ・明石川が氾濫

11年	 ・私立播陽幼稚園の廃止に伴い
、市立として存続

	 ・市立明石病院（伝染病院）開設

12年	 ・市立明石中学校（現県立明石
高等学校）開校

	 ・大蔵谷清水に市営住宅21戸を建築（市
内で初）

	 ・明石～姫路間に神戸姫路電鉄

	 　（現山陽電鉄）が開通

13年	 ・市庁舎が竣工（西魚町）

 ２年	 ・五分一町に市営市場開設

	 ・上ノ丸、太寺土地区画整理事業に
着手

	 　（市内で初）

 ３年	 ・市水道事業開始
	 ・藤江競馬場で競馬を開催

	 ・大明石町に明石警察署庁舎新築

 ４年	 ・市制10周年、市歌を制定

 ５年	 ・天体測量に基づく新子午
線標識を

	 　人丸山に建設
	 ・常備消防隊を設置

	 ・市の人口３万8,956人（第３回国勢
調査）

 ６年	 ・上水道施設が完成し給水
開始

	 ・	直良信夫氏が八木海岸で古代人
の左腰

骨を発見

 ７年	 ・豪雨により明石川決壊、明
治橋が流失

 ８年	 ・神明国道（現国道２号）が開
通

	 ・	夏の甲子園で明石中学野球部が
中京商

業と延長25回の末、惜敗

	 ・明石観光協会が創立

 ９年	 ・室戸台風による大風水害
発生

10年	 ・省線電車（現JR）が明石ま
で延長開通

	 ・市の人口４万2,644人（第４回国勢
調査）

11年	 ・藤江に明石保養院開設

12年	 ・市立塵芥焼却場を茶園場
町に建設

13年	 ・神戸の水害で神明間の陸
上交通途絶

14年	 ・警防団令に基づき明石市
警防団設置

15年	 ・明石郡林崎村に川崎航空
機明石工場開設

	 ・市の人口４万7,751人（第５回国勢
調査）

16年	 ・市内に67町内会を設置

	 ・米の配給制実施

17年	 ・明石郡林崎村と合併（人口
６万8,682人）

14年	 	・	市立第２および第４尋常小
学校を、人丸、

大観尋常高等小学校に改称

	 	・市の人口３万7,244人（第２回国勢
調査）

15年／昭和元年
	 ・明石商業会議所（現商工会議所）

設立

	 ・明石公園で全国菊花展覧会開催

大
正

昭
和

1919（大正８年）～
1926（昭和元年）～

1919-1942 ［	大正８年～昭和17年	］
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市
制
施
行
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
明

石
市
議
会
が
果
た
し
て
き

た
役
割
や
活
動
な
ど
を
広

く
発
信
し
、
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
先
人
達

が
築
い
て
き
た
市
議
会
の

あ
ゆ
み
を
記
念
誌
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。 

問�　
高
齢
者
の
健
康
長
寿
の

た
め
の
フ
レ
イ
ル
（
加
齢

に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え

た
状
態
）
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
、市
の
考
え
を

聞
く
。

答�　
本
市
で
は
、
地

域
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
で
体
操
を
中

心
と
し
た
高
齢
者

の
運
動
機
能
向
上

を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
保
健
所
の
管

理
栄
養
士
に
よ
る
出
前
講

座
な
ど
に
お
い
て
栄
養
状

態
や
口
腔
・
運
動
機
能
の

向
上
等
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
基
本
的
な
知
識
の
普
及

や
実
践
指
導
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
医
師

会
や
歯
科
医
師
会
で
も
講

演
会
や
研
修
を
開
催
す
る

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

積
極
的
に
市
民
へ
の
意
識

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
フ
レ
イ
ル
は
早
期
の

対
策
に
よ
り
改
善
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
本
人
以
外

に
も
理
解
を
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。

　

�　
今
後
も
地
域
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
と
保
健
所
の
連

問�　
教
員
が
児
童
生
徒
と
向

き
合
う
時
間
を
確
保
し
、

教
育
に
関
す
る
全
て
の
情

報
共
有
と
児
童
生
徒
の
育

ち
を
支
援
す
る
た
め
、
統

合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
な
い
か
。

答�　
本
市
が
目
指
す
シ
ス
テ

ム
は
、
出
欠
情
報
を
は
じ

め
健
康
診
断
記
録
、
成
績

情
報
な
ど
か
ら
、
子
ど
も

の
育
ち
と
学
び
の
個
人
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
情
報
を

体
系
的
に
蓄
積
す
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
生
徒
を
一

人
も
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

個
々
の
適
性
に
応
じ
た
学

び
と
育
ち
を
支
援
す
る
も

の
だ
。
学
力
向
上
や
不
登

校
な
ど
の
課
題
解
決
に
も

つ
な
げ
る
こ
と
に
加
え
、

情
報
の
一
元
化
に
よ
り
教

員
の
業
務
効
率
が
向
上
し

し
、
教
材
研
究
や
児
童
生

徒
と
向
き
合
う
時
間
が
確

保
さ
れ
、
教
育
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
�　

す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
仕
様
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
シ
ス
テ
ム

の
活
用
範
囲
を
関
係
各
課

で
協
議
し
、
早
期
導
入
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問�　
発
達
障
害
児
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
平
成
28
年
４
月

に
障
害
者
配
慮
条
例
を
施

行
し
て
お
り
、
医
療
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

合
理
的
配
慮
の
提

供
等
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
発
達
障

害
児
の
診
察
を
円

滑
に
進
め
る
た
め

に
は
、
医
療
機
関

の
理
解
と
配
慮
の

浸
透
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。国
は
、

発
達
障
害
の
あ
る

人
と
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
の
よ
り
よ
い

関
係
の
構
築
の
た
め
に
医

療
機
関
向
け
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
等
を
作
成
し
て
お
り
、

他
都
市
で
は
患
者
の
特
徴

や
配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と

を
伝
え
る
受
診
カ
ー
ド
を

活
用
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
参
考
に
実
効
性
あ
る

取
り
組
み
を
さ
ら
に
検
討

し
た
い
。新
年
度
に
は（
仮

称
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
歯
科

診
療
所
を
開
設
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

体
制
を
整
え
る
。
今
後
も

発
達
障
害
児
が
医
療
機
関

を
不
安
な
く
受
診
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問�　
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
等
に
起
因
す
る
本

市
の
児
童
生
徒
の
被
害
状

況
や
そ
の
対
策
を
問
う
。

答�　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

不
適
切
な
書
き
込
み
や
投

稿
に
よ
っ
て
、
本
市
の
小

中
学
校
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
。
昨
年
４
月
か
ら
10
月

ま
で
の
い
じ
め
を
含
む
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
原
因
と
な
る
問
題

行
動
は
44
件
で
あ
っ
た
。

　

�　
対
策
と
し
て
は
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
や
専
門
家
に

よ
る
講
演
会
を
行
う
ほ
か
、

小
学
校
高
学
年
と
中
学
生

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
状

況
の
把
握
と
ル
ー
ル
作
り

に
活
用
し
て
い
る
。ま
た
、

家
庭
や
地
域
の
認
識
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

講
演
会
や
地
域
団
体
の
研

修
会
、
中
学
校
の
入
学
説

明
会
で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

な
ど
の
重
要
性
を
啓
発
し

て
い
る
。

　

�　
今
後
も
、
児
童
生
徒
が

安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

情
報
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
く
。　

携
を
中
心
と
し
て
疾
病
予

防
や
介
護
予
防
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
に
対
し
、
効

果
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

フレイル予防の取り組み
早期の対策が効果的
市民に広く啓発を

統合型校務支援システム
学びと育ちのため

児童生徒の情報を一元化

合理的配慮の提供
　誰もが安心して
　　　受診できる体制

SNSの利用は注意が必要
被害に巻き込まれないよう
情報モラルの向上を

目指せ　健康長寿

安心・安全な学校生活を

病院でスムーズに受診

問�　
現
在
、
小
学
校
で
は
警

備
員
が
１
名
常
駐
し
、
そ

れ
以
外
は
監
視
カ
メ
ラ
で

対
応
し
て
い
る
が
、
以
前

の
よ
う
に
２
名
体
制
に
戻

せ
な
い
か
。
ま
た
、
中
学

校
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置

の
考
え
を
聞
く
。

答�　
本
市
は
平
成
18
年
度
か

ら
全
小
学
校
に
警
備
員
を

２
名
配
置
し
、
26
年
度
か

ら
、
よ
り
効
果
的
に
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
上
で

警
備
員
を
１
名
と
す
る
モ

デ
ル
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

29
年
度
か
ら
は
全
校
で
実

施
し
て
い
る
。
安
全
面
や

運
用
面
か
ら
検
証
し
た
結

果
、
教
職
員
の
安

全
意
識
の
向
上
や

地
域
の
見
守
り
活

動
と
学
校
の
連
携
、

協
力
の
進
展
な
ど

が
図
ら
れ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
今

後
も
現
行
の
警
備

体
制
を
維
持
し
な

が
ら
安
全
対
策
の

検
証
を
続
け
て
い

く
。

　

�　
中
学
校
で
は
校

舎
で
機
械
警
備
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
監
視
カ
メ

ラ
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、

安
全
対
策
や
費
用
対
効
果
、

他
都
市
の
状
況
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�　
教
育
相
談
や
生
徒
指
導

の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

い
じ
め
対
策
の
軸
と
な
る

生
徒
指
導
相
談
員
と
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
生
徒
指
導
相
談
員
は
、

本
市
が
独
自
に
配
置
す
る

専
門
職
で
、
朝
の
あ
い
さ

つ
運
動
を
は
じ
め
、
校
内

巡
視
、
学
級
に
入
り
づ
ら

い
生
徒
へ
の
関
わ
り
な
ど

活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
生
徒
の

現
状
が
把
握
で
き
、
問
題

行
動
等
の
未
然
防
止
や
発

生
時
の
早
期
対
応
に
寄
与

し
て
い
る
。

　

�　
配
置
校
と
人
数
は
、
そ

の
時
々
の
教
育
課
題
に
応

じ
て
、
校
長
会
の
意
見
等

を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
全
13
中
学
校
区

に
配
置
し
、
教
育
分
野
の

知
識
に
加
え
、
社
会
福
祉

等
の
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
継
続
的
な
支
援

や
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
な
る
支
援
の

充
実
を
目
指
し
、
資
質
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

小中学校の安全対策
検証の結果

現行の警備体制を維持

　
教
育
相
談
や
生
徒
指
導
の
対
応

�

全
中
学
校
に
専
門
職
を
配
置
　

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
○�

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
関
す
る
決
議
を
求
め
る
請
願

請　願請　願


